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　コミュニケーシ藷ソは，人聞の活動の多くと

縫係をもつ重要な活動である。バーナードは，公

式総織の浅立のための必要十分条件として，共

通馨酌，貢献意欲とともに濃ミュニケーショソ

を挙げている．綾織の§的と騒的の達成のため

に綴織に貢醸しようとする動機（意欲）の二つ

が結びついたとぎ，綴織は動きだす。共選§酌

と貢醸意欲の二つを結びつけ，紛織成立の潜喪

状態を成立へ導く過程をコミェニケーションと

している。つ豪勢，コミュニケーシ葺ンは，綾

織にとって欠くことでぎない重要な遜程であ

るi毒。

　豪た，構報化縫会といわれる今欝，清報の転

達という灘面だけを考えても，コミュニケー

ションの重要性は，蓬解できるだろう。ラジオ，

テレど，新霧などのマス・メディアやコンピュー

タなどの構鞍麩理機羅の発達は，その重要性を

ます豪す強めている。コミュニケーシ璽ソの鐸

題が取参上げられるとぎ，しかしながら，伝達

の迅速性，藍建性，情報遺負荷，冗長性，歪麟

などの転進の｛鐵懸ばかむが強講されすぎる。と

いうのも，猛達の効率は，纏織の§的達成とい

う有文む鬘髭と嚢箋接結びつく毒｝らである。

　しかし，コミュニケーションは構報の伝達と

いう灘懸しかもたないわけではない。ある決め

られた簿報を送触手から受け手に菰えるだけで

はなく，新しい意殊を麟造するという籔懸も

もっている。本業は，綾織における意殊の生戚

発展過程をコミュニケーシ葺ンの饒点から分観

するものである。

簸

　著者は，r人弱は警己の人生を鳶意義にしょう

と努力し，人生の意味を求める意殊の探求者で

あるという考え方に立っている。そして，纏織

はそのような人々から購成された悪辣のシステ

ムであると考えている」と述べている。人聞は

コミュニケーシ璽ソを通じて鮭会の意殊や文化

を作鯵鐡し，意稼の謹！界を形成している．そし

て，縫合的に形成された意殊盤界のなかでしか

コミュニケーシ登ンを行なわないし，行なえな

い。だから，意殊ボ，人々の考え方や行嚢様式

を幾達することになる．つ重参，人聡は，意殊

が与えられなければ，韓も行動することがでぎ

ないのである。人聞は窓らが作ウ離した意狭量

罫のなかでしか活聾することができないが，…

方でそのなかから新しい崔！罫を麟遣している。

著者は，このような立場から，意殊を重複し，こ

の意殊がどのように麟造され，客醗鞄され，共

有され堂流通され、，保持されるかをコミュニケー

ションの遜程の分析を通じて講じている。

　ところで，意殊というのは，いったい舞なの

だろうか。意殊を論じた学説は多く存在する。醜
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えば，嶽示する離家を表わすとする考え，人鷺

の心のなかで捲くイメージとする考え，語4〉養

購から生重れる人聞の長徳とするものなどであ

る。著老は，そのなかで意稼は差異の関係であ

るという記暑講でのソシュールの立場をとって

いる。っ蚕聾，語には，意殊するもの（s重鎚籔a磁）

と憲殊されるもの（s童欝董艶）があるが．藷それ

§身では，講の意殊も生蜜れず，語と譲の薄立

聞孫や差異から意鎌が生重れる。意1朱は，実体

ではなく，語の縫係のなかから生じると考える

のである牝

　しかし，意殊は，誌と語の関｛系という水平的

な次元に漿建されず，文の次元，発語の次元と

結びついている。誌は文に，文は発議にそれぞ

れ蔑建される。文は，藷のコンテクス卦を形成

し，発話は，文のコンテクストを形成し，購屡

的な権造を作っている。意殊の淡定にコンテク

ス卦が重要な位置を占めることになる。こうし

た，藪は，ベイトソンに，よっても捲摘されてお鯵，

差異にはいろいろな差異があ疹，差異そのもの

が差異づけられ，分類され，差異の繕縷が形成

されるとしている3｝。

　こうした考えから，綴織においてどのように

意蘇が餐造され，共喬されるかを論じている。独

自性を落する懸人が穏互作駕することで関係を

結び，つ蓑鱗まコミュニケーションを行なうこ

とで，意殊の多義性を除去し，燧人的主観的な

意殊が客観鞄され，共食されていく。ここは，上

で述べたことでいえば，水平的な次元に属する。

コンテクストが踏屡購造を作っている次元は，

燧々人の関係牲がこれまでの歴史的，社会的な

経緯のなかでどのように，形歳されているかに藪

存している。騨係ぷ多義的であれば，生玄れて

くる意殊も常に変動する。綴織乾，被会化ぷ進

むということは，多義的な人々の縫係を隆足し，

安達秘することで，そこから生まれる意殊を客

観化することである。コンテクス卦を安定させ
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ることで，意味の安定を作疹産すのである。要

するに，コミュニケーシ葺ソとは，5送与手と受

け手の権互主体麟な多面的連続的穏夏作繕の過

程であ参，メッセージを蝶介として動態的連綾

的に進行する意殊形成の遜程である。それは，椿

報内容の鰹面だけでなく，関係性の綴面も食む

多面的特籔を有している」のである。

　このように．歩コミュニケーシ這ンを疑えるこ

とで，綴織化，購造化，懇織のなかに懸人が取

ウ入れられる過程としての歓会化の問題．愚昧

の定着としての綾織文化の幾題，重た綾織の霞

的に襲わる麿麺姓とコミュニケーションの問題

などの広範な鷺題がi論じられていく。

霞蔓

　本書きま，コミュニケーシ避ンという纏．織に必

要不再欠の活動をコミュニケーションそれ露身

の特質を考えることから論じている。本書の重

要な翼題提起としては，次の二点をあげること

がでぎるだろう．綴織における意殊の問題を取

参上げていること，コミュニケーシ叢ンの伝達

の鶴懸ばかむでなく，襲熱性の灘薩に漉§した

ことである。伝達という蜷癒は，技術的な聡題

であるから，縫織において瞬題になるのは，結

局その効率性の問題に縷定されてし叢う。関係

牲を含めて論じることで，コンテクス整の重要

性を指蕪iし，コンテクストが変イヒすることが，懇．

織藝鉢を変えるという懇織のダイナミックな過

程を掻うことができる。そして，その麟提は，人

購は意陳を常に探求する存在であり，また，綴

織を藍会的に構成され，綴織成員に共有された

意殊システムと疑えるところにある。

　そして，著者の中心とする蔚提がもう一つあ

る。それは，纒人が飽の誰とも異なる独露性を

もち，纒大ごとに異なる意味や懸麺をもつとす

るところである。この立場から，古いコンテク
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ストから新しいコンテクス卦へと変動していく

場合の主たる動銀を懸人紅みることになる。コ

ンテクストが安定し，意殊が客饒化されるとい

うことは，新しい意味が生まれないようにする

ことである。しかし，一方で環箋の変化に柔軟

に適癒するため範，コンテクストを変化させな

ければならない。この安定性と柔軟性という旛

容れない均憂を纏織は達成しなければならな

い．藻境の変化のなかで．人間は変化，麟比，驚

きを経験し，状混の見方などを変化させ，蛮た

コミュニケーションを選Oて縫係牲を変え，新

しいコンテクストを形成する契機を常に生み塞

す。そもそも，コミュニケーシ豊ンを通じての

襲係性の安定からしてそれほど容易に遠戚でぎ

るものではない。コミュニケーシ避ンそれ欝体

にも，新しい状溌に態慈できる要石を蕾んでい

ると考えるのである。

茎v

　著者垂ま，新しい意蓼豪の源泉を独嚢盤を有する

縫人にみている。評者は，これに薄して，新し

い意殊の源泉を鰯々人の麟無性の不安定さにあ

ると考えている。つ重う，緩々人の関係は，淡

して定叢ることはなく，常に状溌の一膳性のな

かで新しい意陳を生成さ慧ている鶴。もちろん，

醗懸盤を安定させ，コンテクストを安定さ量る

ことで意殊ボ客観化されなければ，意稼の流遜

は可能にならない。しかし，一度として完全に

麟一の状濁が再麗されることなどあ与えない以

上，灘無性の安産は，状溌の一露髄を反駿され

た形で実現されていると考えることはでぎな

い。つ窪む，驚係牲の安達のなかで，客観牝さ

れた意稼と現実はずれている。だからといって，

ある参ま重の現実があるというわけではない．

コンテクストは，常に』現実と遊離し，現実が懸

の影に置き換えられたものと考えられる。むし

ろ，常に安定しない童舞を安定しているかのよ

うに見せることが．奮た現実とよく鍛た盤罪を

簿築することが意味の盤界なのではないだろう

か5妻。意殊それ欝身の特性も叢た圭分譲討され

るべきであろう。
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